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よりも10ポイント程度多くこの二つの地域で全国の80％以上を占めた。

年度別の変化について全国的にみると2008年の7万戸から2015年の4.７万戸に、

率にして68％に減少した。これを１年当たりで見ると4.6％の減少となった。

地域別にみると東北が最も大きく減少して65.8％、１年当たりではおおよそ

５％、次に大きな減少は九州・沖縄が66.8％になり、これも１年当たりでは4.7％

の減少で大きな割合を占める２地域で減少が大きかった。一方、北海道では前

項の生産頭数では81％であったのに対して戸数は89.7％と減少が小さく多頭化

が進行している地域の特徴を示した（北海道は1戸当たり91頭、都府県は1戸当

たり23頭）。減少戸数２万２千戸余でありその内の54％は九州・沖縄の減少で

この地域だけで１万２千戸余が減少した（図　資料４）。
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　(３)メス牛飼養頭数の推移

　子牛を生産する潜在的な力としてはメス牛を飼養している戸数が大きいこと

は当然のことであるがメス牛の飼養頭数の方がより直接的であろう。そのこと

からメス牛の飼養頭数の結果を図　資料５、６に示した。この資料の調査期間

は前項と同様に2008年から2015年の７年間を対象とした。地域区分は前々項及

び前項と同様である。

　地域別の割合を2013年についてみると九州・沖縄が49％を占め、北海道と東

北がともに15％、関東は７％、その他は14％であった（図　資料５）。年度変
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化を全国的にみると2008年の147万頭が2015年には125万頭に、率にして88％に

減少した。１年当たりでは1.7％の減少となった。これを地域別にみると関東

が最も大きく低下して74％となり、１年当たりでは4％、次に大きな減少が東

北で85％となり、次に九州・沖縄で88％となった。これは１年当たりではおお

よそ2％の減少であった（図　資料６）。

　２）家畜市場における黒毛和種子牛の取引状況　

　黒毛和種子牛の全国の取引状況及び当農場が主に出荷している全国農業協同

組合連合会茨城県本部家畜市場（以下、大宮市場）における取引状況を調査し

た（独立行政法人農畜産振興機構のホームページより）。

　　(1) 全国の取引状況

2009年度から2015年度の黒毛和種子牛の取引頭数をみると、2009年度の約39万

頭が最多でその後、年度によって変動があるものの全体としては減少傾向を示

し、2015年度は約32万頭であり2009年度の83％であった（図　資料７）。

　取引価格は2009年度から2015年度の期間は年度が進むごとに上昇傾向を示し

た。メス子牛は32万円から64万円とほぼ２倍となり、オス子牛は39万円が73万

円と1.9倍の増加であった（図　資料８）。

　取引時の体重を性別ごとに比較すると、全国平均では2009年度と2015年度で

は大きく変わっていない。メス子牛は268kg、オス子牛は286kgでオス子牛はメ

ス子牛よりも平均18kg多かった（図　資料９）。
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　出荷日齢はこの期間内で、メス子牛は9日、オス子牛は8日短縮され、2015年

度の平均ではメス子牛が282日、オス子牛が276日で９カ月齢に近くなっている。

上述のように出荷時の体重は年度による変化が小さく、出荷日齢が短縮してい

ることから、日齢体重はわずかながら増加の傾向を示した（図　資料10）。

　日齢体重は体重を日齢で割って求めるが、個々の数値は示されていないので、

それぞれの体重の平均値を日齢の平均値で割って求めた。体重については上述

した通り、この期間に大きな変動は見られなかったが、一方で日齢については
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大きな変化はないが、全体としては減少傾向が見られた。それらの結果から、

日齢体重は年度が進むについてやや増加する傾向が認められ（7年間で0.03kg/

日）、2009年度に対する2015年度の日齢体重はメス子牛、オス子牛ともに103％

であった（図　資料11）。

　販売価格を体重で割った１kg当たり単価については、体重の年度に伴う変化

が小さかったことから、販売価格の変動が主要な変動要因であった。すなわち、

メス子牛、オス子牛ともに年度が進むにつれて単価は上昇し、2015年の単価は

メス子牛が2,335円、オス子牛が2,492円であり、2009年度と比べてメス子牛で
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193％、オス子牛で182％であった（図　資料12）。

　この項全体に関わることであるが、本データの集計は、体重100kg以上、

340kg以下、日齢100日以上、399日以下を対象としている。そのためにデータ

の中には、群馬県前橋家畜市場のように出荷日齢の平均が120日程度であるこ

とから分かるように通常の９カ月齢あるいは10カ月齢出荷と比較して非常に若

齢で取引されている市場が含まれており、他の市場においてもごく少頭数では

あるが若齢牛の取引が含まれているようであることに留意する必要がある。

  　(2)　茨城県大宮市場における取引状況

茨城県内で肉用子牛を取引する家畜市場は常陸大宮市にあるＪＡ全農いばらき

の家畜市場（大宮市場）、大子町にある大子町畜産農業協同組合の大子家畜市

場及び茨城県家畜商業協同組合の茨城県中央家畜市場の３か所である。2015年

度（2015年４月～ 2016年３月）の取引頭数は、上記３カ所の市場ではそれぞれ、

1,347頭、531頭、38頭であった。それらを割合でみると、それぞれ、70％、

28％、2％であり、ＪＡ全農いばらきの家畜市場の割合が大きい（茨城県畜産

協会）。

実験農場では一回だけ子牛を大子市場へ出荷した例はあるが、それ以外の子牛

は全て大宮市場へ出荷している。そのためにここでは大宮市場のデータについ

て2009年度から2015年度の動向を整理することとした。同家畜市場では月１回

開場しているが、2013年度までは８月の家畜市場は閉場し、2014年度以降は８
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月も開場するようになった。

　取引頭数については、メス子牛は2012年度をピークにその後減少し、オス子

牛は2011年度をピークにその後減少している。メス子牛とオス子牛の合計では

2011年度及び2013年度に1,681頭とピークがあり2014年度以降は減少し、2015

年度は1,347頭となって2009年度に対する割合は89％であった（図　資料13）。

　取引価格をみると、2009年度はメス子牛が約36万円、オス子牛が41万円、全

体の平均では約38万円であった。その後は概ね漸増傾向であったが、特に2013

年以降は顕著に上昇し、2015年度はそれぞれ、62万円、74万円、68万円となり、

2009年度に対していずれも1.8倍に上昇した（図　資料14）。
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　市場に出荷した子牛の取引体重は、2009年度がメス子牛280kg、オス子牛

301kg、その後2013年度までは減少傾向であったが、2015年度は増加した。

2015年度はそれぞれ、273kg、299kgであり、2009年度に対する割合は、それぞ

れ、97.6％、99.3％であった。（図　資料15）。

　子牛の出荷時日齢は、2009年度についてはメス子牛300日、オス子牛290日で

あり、その後、減少傾向が続いて、2015年度は2009年度に比べてメス子牛で７

日、オス子牛で３日少なくなった（図　資料16）。日齢体重（kg/日）はメス子

牛では0.92 ～ 0.93、オス子牛では1.01 ～ 1.04の範囲であった。2011年度はメ

ス子牛0.923、オス子牛1.014（いずれもkg/日）でありともに日齢体重はわず
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かに少なかった。ちなみにこの年（年度にするとその年度の直前）には東日本

大震災が発生している（図　資料17）。

　１kg当たり単価（円/kg）については、この間は概ね増加傾向が続き、特に

2013年度以降は増加幅が大きくなっている。2015年度はメス子牛で2,256円、

オス子牛で2,472円であり、2009年度に対して、メス子牛で約1,050円、オス子

牛で約1,100円の上昇、上昇率はそれぞれ87％、82％であった（図　資料18）。

　取引頭数と取引価格の変化を比較するために、それぞれの2009年度を100と

してその後の変化の比率を比較すると、頭数は2013年度までやや増加の傾向で

あったがその後は減少した。一方、価格は上昇傾向にあった（図　資料19）。
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このように2013年度以降は大きく上昇し、取引頭数とは逆の傾向を示した。こ

のことから、この２～３年の取引価格の上昇は出荷頭数減が影響していること

が考えられるが、2009年度を100とした場合に取引頭数は11％の減少に対して

取引価格は182％に増加していることは注目すべきであろう。

６．おわりに

　１�）実験農場における2015年度の繁殖牛の繁殖成績、子牛の出荷実績を取り

まとめた結果、繁殖成績は各繁殖牛の受胎率の平均値が75.8％、平均の分

娩間隔は376日など概ね良好であったが初産牛の初産分娩日齢は758日で２

カ年（730日）を上回り、初産遅延の対策が引き続いて課題であった。

　２�）分娩した子牛50頭の内48頭が生育し、前年度分娩を含めて大凡10カ月齢

の52頭を出荷して家畜市場から出荷者賞を受けた。さらに、繁殖もと牛と

して自家産メス牛６頭を保留・飼育した。

　３�）飼料生産については、6.3haの放牧地で118日間放牧し、延べ放牧日数は

5,378頭・日であった。また、9.45haの採草地で813個のロールベールを調

製した。粗飼料の収穫・調製日数は22日、延べ作業日数は52.5日・人であっ

た。
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　４�）堆肥の調製量と利用量はそれぞれ、252トン、331トンであり、前年度以

上に利用量が生産量を上回った。

　５�）2006年～ 2010年に実施された畜産草地研究所との協定研究によって得

られたＥＴ産子から育成した繁殖牛９頭の2015年度までの繁殖成績を取り

まとめた結果、総じて繁殖成績は良好であった。また、当農場が2015年度

に家畜市場に出荷した子牛の17％がＥＴ産子から育成した繁殖牛及びその

子牛であった。

　６�）イネＷＣＳをほぼ３カ月間給与した未経産の繁殖牛５頭について糞を採

取して実施した肝テツ検査ではいずれも陰性の結果を得た（検査機関：茨

城県南家畜保健衛生所）。

　７�）参考資料として、全国の肉用メス牛生産頭数の動向と肉用子牛市場にお

ける取引動向について外部資料に基づいて整理した。
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